
学校別対策法 

 

 

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】  

 

【２】 【 雙葉中合格力チェック 】 受験ドクターオリジナル類題 

 

使用量（㎥） １㎥あたりの料金

10 を超え 20 まで 40 円 

20 を超え 30 まで 55 円 

30 を超え 50 まで 80 円 

50 を超え 80 まで 105 円 

80 を超えるとき 120 円 

 
 

１ 

 例えば、1 ヶ月に 35 ㎥使った場合の水道料金は、 

700＋40×10＋55×10＋80×5＝2050 円 

となります。次の問いに答えなさい。 

（１）今月は先月より 10 ㎥多く使ったので料金が先月よ

り 460 円高くなりました。先月の使用量は何㎥でし

たか。 

（２）8 月の使用量は 7 月より 27 ㎥多かったので、8 月の

料金は 7 月より 2035 円高かったそうです。7 月の

使用量は何㎥でしたか。 

雙葉中-対策法 

算 数 （100 点/40 分） 

2006 年は、例年通り大問 6 題、小問 11 題の構成でした。循環小数の規則性や食塩水の濃度や面積

（図形の重なり合い）が出題されるなど、全体的に易しくなりました。合格点は 8 割以上だと考えられます。

計算ミスや問題の読み違いがあった人の中には、「合格したつもりがふたを開けてみれば不合格だった」

という人がいることでしょう。 

 
雙葉中の算数の特徴は、男子校のように抽象的な問い方をするのではなく、身近な題材を用いて具体

的にイメージできるように工夫されていることです。ところが、普段から一行問題のようなパターン化された

問題ばかりをやっている人には、雙葉の算数はかえって難しく感じるようです。フェリスの問題と雙葉の問

題とで相性が分かれるのはこのためです。では、みなさんが雙葉向きかどうか、次の問題でチェックしてみ

ましょう（比を学習済みの人が対象）。制限時間は 2 題合計で 25 分、さあがんばれ！ 

□1  あるクラスで水田Ａと水田Ｂの稲刈りをしました。水田Ａは水田Ｂの 2 倍の広さです。初めの 1 時間は

全員で水田Ａの稲刈りをし、次の 1 時間は、クラスを半分ずつに分けて、一方が水田Ａ，もう一方が水田

Ｂの稲刈りをしました。その結果、水田Ａはちょうど刈り終えましたが、水田Ｂの方は終わらなかったの

で、何人か残って稲刈りをしたところ、さらに 36 分かかりました。次の問いに答えなさい。 

（１）最後の 36 分で刈ったところを、全員で刈っていたら何分かかりますか。 

（２）クラスの人数は何人ですか。ただし、このクラスは 35 人以上 45 人以下です。 

 

□2  Ａ君の家の１ヶ月の水道料金は、使用量 10 ㎥までは 700 円で、10 ㎥を超える分については、次の表

に従って計算されます（使用量は立方メートル単位の整数とします）。 



【３】 【 傾向と対策 】 

   

 

【４】 【 雙葉算数 合格への道程 】 

 

偏差値 

     （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
  

 

 

⇒ 東先生（元サピックス）の指導方針  

 

⇒ 石原先生（元日能研）の偏差値２０アップ学習法 

 

を参照して、これまでの学習法を見直してください。算数の学習法にはセオリーがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

雙葉の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 63 以

上、サピックスで偏差値 56 以上、が目安で

す。 

雙葉では算国の配点が高いので、算国で

勝負をかけざるを得ません。また、普段の勉

強では、典型問題だけでなく、例題に示したと

おり、問題文に条件が多く掲げてある問題に

慣れておく必要があります。偏差値 60 未満で

停滞している人は、 

 

 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％

以上の問題は平成 16 年の類題です。雙葉のレベルより若干難しいですから、時間内に全部できなくて

も心配は要りません。正解は、□1   (1) 15 分 (2) 36 人 □2  (1) 14 ㎥ (2) 24 ㎥、となります。むしろ、制

限時間いっぱい粘り強く取り組めた人は雙葉の問題と相性が良いはずです。2006 年の問題はあまりにも

易しすぎましたから、来年はもう少し読みにくい問題となるでしょう。典型問題について一通り解法が身に

ついた人は、2005 年以前の雙葉の過去問に加えて、豊島岡の過去問も同時に潰しておくとよいでしょう。 

http://www.chugakujuken.com/koushi.html
http://www.chugakujuken.com/hensa20up/san20.html


学校別対策法 

 

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

国 語 （100 点/40 分） 

2006 年は、□1 随筆（伊集院静「きみとあるけば」約 2600 字）、□2 詩（「グラジオラス」2 連 19 行）＋解説

文（青木宋「詩を作ってみよう 教科書にでてくる詩や文の読みかた・つくりかた」（約 1200 字）、□3 短文

作り、□4 誤字訂正、という内容でした。 

例年通り、読解と詩、言葉のきまり、漢字という構成です。読解（心情把握）と詩についてはほぼ記述

であり、2006 年は記述量が倍増しました。しかも、言葉のきまりと漢字についても、下に掲げた問題のよ

うに、ただ知っているだけでなく、使いこなすレベルを要求していますから、まぐれで合格することはほと

んどないでしょう。 

雙葉中-対策法 



 解きっぱなし・読みっぱなしにしない 

  ⇒まずは要約文を書くことに慣れましょう 

    ⇒論理的にまとめられているかどうか先生や親に見てもらいましょう 

               ▼ 

 
 自分が書いた要約文を書き直してみましょう 

▼  

 
 本文からキーワードを抜き出し、それらを組み合わせて 

論理的な文章を書いてみましょう 
▼

【２】 【 傾向と対策 】 

              

 

 

 

雙葉記述 

対策法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

雙葉の問題が早く解ける！ 

雙葉の試験時間は、多くの中学校より少なく、40 分しかありません。一問あたり 3～5 分しかありません

から、簡潔かつ的確な記述力が必要です。記述について字数制限はありませんが、思いついたことを適

当に並べただけでは得点に結びつきません。 

 

雙葉の記述対策には、自分で文章の組み立てを考えて実際に書き、それを自分で読んで論理が通って

いるかどうかを検証する訓練が有効です。頭の中で考えていることを文章に書き出してみると、客観的に

自分の頭の中を見ることができます。頭では論理的だと思っていても、書き出してみれば筋が通っていな

いことがしばしばあります。これは辛い訓練ですが、選択問題の多い問題を何題解いていても麻布には合

格することはできません。また、授業でやった問題をやりっ放しにするのもいけません。まとまった文章に

ついて、自分自身の頭で考えて要約文を書く訓練が必要です。 

 

そのためには、まず、書くことに慣れましょう。最初のうちは書いたものを先生や親に読んでもらい、論

理的かどうかを指摘してもらうのがよいでしょう。書くことに慣れてきたら、次は書き直してみましょう。書き

直して筋が通るようになれば、雙葉合格まであと一歩です。最終段階では、本文からキーワードを抜き出

し、それらを組み合わせて論理的な文章を書いてみましょう。試験時間 60 分はあまりにも短いですから、

時間内で解き切るには、自在な表現力・論理力を身につけておくことが必要です。 



 

【３】 【 雙葉国語 合格への道程 】 

 

 

 

偏差値 

     （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 

66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

雙葉の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 63 以

上、サピックスで偏差値 56 以上、が目安で

す。 

雙葉では算国の配点が高いので、算国で

勝負をかけざるを得ません。また、記述だけ

でなく、漢字・語句も含めて、まぐれで正解す

ることはできません。ですから、早い時期から

国語の成績を安定させることが雙葉合格には

大変有効です。国語には正攻法があります。  

詳しくは、 

 

⇒ 永田先生（日能研）の国語教室 

 

⇒ 国語偏差値２０アップ学習法 

 

を参照してください。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％

http://www.jukendoctor.com/kokugo/
http://www.chugakujuken.com/hensa20up/kok20.html


学校別対策法 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

理 科 （50 点/25 分） 

【１】 【 ２００６年出題内容 】 

2006 年は、大問１が物理・化学の融合問題（溶解・中和を中心に）、大問２は生物（動物）、大問３は地学（気象）

が出題され、4 分野が満遍なく問われています。 

下の問題は 2006 年の大問２です。雙葉では、ＤＮＡやクローンなどのように、必ずしも教科書で習うとは限らない

事柄を説明し、それに対する理解力と応用力をみる設問が出題されます。「理科は、実験・観察を通じて得られた結

果から一定の結論や法則を導き出す力と、それを別の事象にあてはめる力を養う教科である」、というメッセージな

のです。また、大問１［問８］のように「下線部３のみどりさんの考えは正しいですか。それともまちがっていますか。

理由を述べて答えなさい」というように、自分の考え述べさせる問いが出題されます。これには、普段の勉強から主

体的に学習に取り組んでいる生徒を入学させたい、という意図があります。 

＝２００６年大問２ 

雙葉中-対策法 



 

【２】 【 傾向と対策 】  

 

 

【３】 【 雙葉理科 合格への道程 】 

 

偏差値 

     （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
  

 

 

 

 

 

 

７ 

雙葉の理科は試験時間が２５分と短いこともあり、問題文に無駄がありません。読解問題だと思って念

入りに問題を読み、問題文の流れに沿ってテンポよく解いていけるかが合否の分かれ目になります。その

ため、「見たことのないテーマが出題されてもその場で考える読解力」、「自分の考えを聞かれても論理的

に答えることができる表現力」がないと、立ち止まって時間を浪費してしまいます。 

 

雙葉対策としては、ただ暗記に頼るのではなく、根本原理に立ち返って考えるクセをつけていく必要が

あります。例えば、天体では「自転･公転・向き・周期」という根本原理から太陽・月・星を区別して説明でき

るかどうか、突き詰めて考えるようにしてください。初めは苦しいのですが、根本的に理解していれば、か

えって暗記量も減らすことができます。 

雙葉の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 63 以

上、サピックスで偏差値 56 以上、が目安で

す。 

 雙葉の理科は、思考力を問う問題も知識を

問う問題もバランスよく出題されます。そのた

め、合格者の理科の成績は安定している人が

多いようです。 

 理科は小 6 の 2 学期からと考えている人も

いると思いますが、早い時期から 1 週間に 1

日は必ず理科に勉強時間を割り振って、着実

な偏差値アップを目指してください。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％



学校別対策法 

 

 

 

 

 

【１】 【 ２００６年出題内容 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

社 会 （50 点/25 分） 

2006 年は、大問□Ⅰ が歴史・地理融合問題、大問□Ⅱ は近世の産業、大問□Ⅲ は日本の農業、大問□Ⅳ は

人権・時事問題が出題されました。問題数は 31 題と例年並みで、25 分という制限時間内で解き切るには

手際のよさが必要です。 

本年度で雙葉らしい問題といえば、大問□Ⅰ です。次の問題をみてください。 

雙葉中-対策法 



 

【２】 【 傾向と対策 】  

 

 

【３】 【 雙葉社会 合格への道程 】 

 

偏差値 

     （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
  

 

 

 

 

 

 

９ 

 上の問題は、旧石器時代から戦国時代までの広汎な期間にわたるリード文を読ませて、骨太な理解を

問うものです。こうした出題形式は、平成１７年□Ⅰ 、平成１６年□Ⅰ 、平成１２年□Ⅱ 、平成１０年□Ⅰ 、平成８年

□Ⅰ の流れを汲むものであり、また、出題内容は文化・外交・産業が中心です。文化史、外交史など、一つ

のテーマについて縦断的に学習しておく必要があります。 

 

 出題形式については多肢選択式が中心で、選択させる方式は「正しいものを選べ」「正しくないものを選

べ」「並べ替えたあと最初から 3 番目を選べ」など紛らわしいのが特徴です。あせっていると誤りやすくなっ

ていますから、問いの核心部分には下線を引いて強調するなどしながら読まなくてはなりません。各の長

さは慶應系列校などに見られるものより長く、知識そのものよりも背景を問うものが多いといえます。でき

れば、筑駒の過去問もやっておくとよいでしょう。 

  

 図表の読み取りは必ずでますから、普段から図表の意味・特徴を説明する訓練をしておきましょう。 

雙葉の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 63 以

上、サピックスで偏差値 56 以上、が目安で

す。 

 理科と同様、雙葉の社会は、思考力を問う

問題も知識を問う問題もバランスよく出題され

ます。そのため、まぐれで高得点をとることは

困難です。白地図を作ったり、年表を作ったり

するなど、地道な勉強こそが雙葉合格のため

の最短距離といってよいでしょう。 

 また、疑問があれば調べるなり質問するな

どして解決する姿勢が大切です。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％
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